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佐々木克典（著）

外科医のための局所解剖学序説　第 2版

松下尚之
栃木県立がんセンター食道胃外科科長

　著者の佐々木克典先生は本書初版
の序文で「卒後まだ日の浅い若き術
者は，学生時代に学んだ解剖をうま
く使えないということに，もどかし
さを感じるのではないか」と述べて
おられるが，私はまさにその一人で
あった．私が 1996 年に大学を卒業
し熊本大学第 1外科に入局した年に
雑誌『臨床外科』にて本書初版の
ベースとなる連載が始まった．私は
雑誌から「外科医のための局所解剖
学序説」の連載を切り離し冊子とし
使用してきた．2006 年に書籍とし
て本書初版が出版され，長く待ち望
んでいた第 2版を 2022 年に手にす
ることができた．
　本書では系統解剖学と手術の実践
解剖のギャップを埋めるべくさまざ
まな手法がとられている．その一つ
として，体表の構造物を深部の構造
物と結びつけることがある．個体差
を超え構造物が恒常的に同じ位置に
あることは手術のアプローチや

IVR の手技などの基礎となる．ま
た手術では表層から深部へアプロー
チするが，視点を変え深部から表層
へ，左右の違いを理解するため正中
から外側へ構造物をたどる手法がと
られ，立体的な理解が得られるよう
工夫されている．また生体には解剖
を理解するための重要な間隙や断面
がありその詳細が解説されている．
私は本書の立体的なシェーマと『グ
ラント解剖学図譜』などの解剖図譜
を見比べながら，構造物を本文に
沿って一つひとつたどっていき，そ
して手術に入るといった作業を繰り
返した．単調ともいえる作業であり，
膨大な構造物をすぐに覚えられるわ
けではないが，繰り返しているうち
に次第に血管の基本走行や隣接臓器，
さらに深部の構造物との位置関係が
把握できるようになり，さまざまな
メルクマールを持つことができるよ
うになった．この知識は定型的な手
術の安全な遂行や時間短縮だけでな

く合併切除や突発的な出血への対応
に役に立つ．
　「タイムクリップ」のコラムでは
さまざまな術式の黎明期のエピソー
ドが詳細に解説されている．そもそ
もこのコラムは読んでいて楽しいし，
解剖学へのモチベーションを上げる
ことができる．どの回も古い文献を
どのようにして調べ上げたのか感服
してしまう．そして，随所に佐々木
先生から若い外科医への温かい励ま
しがちりばめられている．私自身，
症例の少ない病院で研修していたた
め大いに励まされた．
　本書を手にした若い外科医はエキ
スパートへの確かな航路を進んでい
ると断言したい．本書はまさに「エ
キスパート外科医への澪標」である．
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